
東京都立大学の特色を生かした
キャリア支援活動の紹介
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東京都立大学
Tokyo Metropolitan University

設立 1949年

 東京都八王子市・南大沢
東京都が設置する公立大学

学生数
約9,000名

教員数

約700名

大  学  概  要

規模・組織・研究

学部一覧

人文社会学部

法学部

経済経営学部

理学部

都市環境学部

システムデザイン学部

大学院研究科

7研究科
博士前期・後期課程

学生数合計

約9,000名
学部・大学院合計

教員数

約700名
研究・教育スタッフ

特徴 理系・文系・都市科学系を網羅

学費 国立大学と同水準

健康福祉学部



都立大のキャリア・就職支援
１年 ２年 ３年 ４年

【就職活動支援】
適性・希望に応じた
進路選択を支援

【キャリア形成支援】
将来に向けた
大学生活を支援

低学年向けキャリア教育
現場体験型しごと研究（実習）
低学年向けキャリア形成イベント

キャリア支援行事

未内定者
フォロー

キャリア相談

基礎教育 専門教育
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「現場体験型しごと研究（実習）」とは？
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履修学生の内訳
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履修学生総数：319名（2026年度）

学部別内訳

人文社会学部 法学部 経済経営学部
理学部 都市環境学部 システムデザイン学部
健康福祉学部

人文社会学部
36人

11.3％
法学部
44人

13.8％

経済経営学部
38人

11.9％

理学部
25人
7.8％

都市環境学部
82人

25.7％

システムデザイン学部
43人

13.5％

健康福祉学部
51人

16.0％

学年別内訳

1年 2年 3年

1年生
300人
94.0％

2年生
18人
5.6％

3年生
1人

0.3％



実習先

109実習先 192部署
  設置形態は５つ

官公庁：①東京都 ②特別区 ③市
企業等：④東京都の関係団体 ⑤企業・その他法人
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業種は多岐にわたります
▼暮らし
▼環 境
▼福 祉
▼医 療
▼教育･子育て
▼文化･スポーツ

▼研究開発･調査
▼IT･情報
▼ものづくり
▼インフラ
▼金 融
▼サービス
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なぜ１，2年生で就業体験？
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理由①とにかくまずは社会に出てみたい！

将来やりたいことが具体的に決まっていない
ので、実際に社会で働く方々のお話を聞いて
みたい。

「働く」ということを実際に体験して、
心構えを知りたい。

法学部法学科１年 Bさんの場合

（教育・子育て関連のNPOでの実習後）
働く方々の仕事に対する思いが感じられる素晴
らしい職場でした。

社会の一員として働くということは、大きな責
任を伴うということも身をもって感じました。



なぜ１，2年生で就業体験？
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大学で今後勉強していくことが、
社会でどんなことに役立つのかを知り、
勉強のモチベーションにつなげたい。

また、自分が社会に出たときに働く姿
を想像し、学生のうちに身につけたい
スキルを見つけたい。

理由②大学生活を充実させたい！学びを深めたい！
システムデザイン学部電子情報システム工学科１年 Kさんの場合

（IT企業での実習後）
SEの仕事は個人作業が多いと考えていまし
たが、むしろチームワークが重要だと気付き、
いい意味で裏切られました。

今後はプログラミング言語だけでなく、コ
ミュニケーションスキルを磨いていきたい。



なぜ１，2年生で就業体験？
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比較的時間に余裕がある
学部1年生の間に現場に行き、
自分の将来の方向性を考えたい。

③将来のキャリアにつなげたい！
都市環境学部都市基盤環境学科1年 Sさんの場合

（東京都建設局での実習後）
東京都が他の機関と密に連携して、
事業に取り組んでいることを体感
できました。
今後、土木関係の
インターンに参加の際に
この経験を活かしたいと思います。



低学年向けキャリア形成イベント

 目的

1 自己理解・大学生を取り巻く環境の理解、就職活動の概要を学ぶ

2 直ちに就活に取り組むのではなく、低学年の今だからこそできることに気づく

3 3年生以上向けイベントとの棲み分けを考慮しながら、今後の参加・相談を促す



イベント日程・内容

2025年12月2日（火） 第1回    2025年12月16日（火） 第2回    いずれも6限 オンライン  ／  Indeed Japan株式会社 登壇

第1回 自己理解の促進
自分の強みや価値観を知ることでキャリア形成を促進

5分 導入：自分を知ることの重要性（講師）

70分 メイン：自己理解ワーク（講師・OG）

10分 ネクストアクションに向けて（職員）

5分 質疑応答

第2回 仕事理解と就活概要
業界・業種の理解と卒業生の体験談を通じた視野拡大

5分 導入：仕事理解の重要性・就活スケジュール（講師）

40分 メイン：業界・業種を知ろう（講師）

30分 卒業生の体験談（OB）

5分 キャリア支援課活用法（職員）／質疑応答

参加者：38名 参加者：40名



今後の主な課題
実習先の確保
履修者数増に対して実習先数（受入人数）は減少傾向
（2026年度は実習先数が足りず、抽選により履修者を絞る）

低学年へのキャリアの意識づけ
15
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都立大のキャリア・就職支援
１年 ２年 ３年 ４年

【就職活動支援】
適性・希望に応じた
進路選択を支援

【キャリア形成支援】
将来に向けた
大学生活を支援

低学年向けキャリア教育
現場体験型しごと研究（実習）

キャリア支援行事

未内定者
フォロー

キャリア相談

基礎教育 専門教育
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キャリア支援行事
2026～2027年



学生の協力によるキャリア支援
■ ガイダンスでの登壇

キャリア支援課の活用方法を紹介するガイダンスでは、実際にキャリ
ア相談を利用した学生が登壇し、パネルトーク形式で、相談のきっかけ
や得られた気づきなど、リアルな体験を紹介。

■ パネルトークのポイント
・キャリアカウンセラーと学生の掛け合いにより、相談内容や雰囲気を
具体的に伝達

・キャリア相談の敷居を下げ、気軽に活用してもらうきっかけづくり
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→ 学生のリアルな声を通じて、キャリア支援課の活用を促進しています。



学生の協力によるキャリア支援
■ ガイダンスでの体験談

インターンシップ＆就職活動ガイダンス（後期）や公務員ガイダンス（後期）に
おいて、内定を得た学生に自身の就職活動に関する体験を話してもらっている。

■ 参加した学生の声（昨年度アンケートより）

就活を終えたばかりの
方から実体験や、工夫
していたことを聞けた。
異なるタイプの先輩お
二人の話が大変勉強に
なりました。

― 文系学生

就活についてなにも知
らない状態だったので、
自分の中のイメージが
少し具体的になった。

― 文系学生

学生の方の体験談が具
体的で、今から何をす
れば良いかがイメージ
しやすく非常にありが
たかった。

― 理系学生

課題
参加した学生の満足度は非常に高いが、参加学生の人数が年々減少傾向にある。
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学生の協力によるキャリア支援
■ 就職活動アドバイザー制度

内定を得た学生が「就職活動アドバイザー」として、後輩学生の就職活動に
関する相談に乗る制度。
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OBOGと協力したキャリア支援の展開
■ OBOGネットワークの構築

本学卒業の際、「後輩のキャリア支援に協力をする」と回答した方をネ
ットワークに登録。登録情報は年に数回更新依頼をかけ、最新の状態を
保つ。

■ 登壇するイベントの例
・理系進路ガイダンス
・OBOGパネルトーク
・OBOG交流会 他
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学生に身近な大人と話す体験を提供することを目的の一つにしています。



イベント事例紹介①
■ OBOGだから語れるキャリア

『OBOGパネルトーク（民間企業編・公務員編）
・学生に人気のある企業、官公庁に所属するなど、テーマに合わせた属性

のOBOGを数名招待。
・パネルトーク形式の講演後、質疑応答を兼ねた交流セッションを行う。
・招待するOBOGは社会人経験3～10年をメインとし、パネルトークの

内容は事前に記入してもらうプロフィールシートに基づいて行う。
ファシリテーターは本学キャリアカウンセラーが担当。
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課題
OBOGのキャラクターが
キャリア支援課であまり把握
できていない。
声掛け候補の選定が難しい。



イベント事例紹介②
■身近な大人（OBOG）と気軽に喋る

『OBOG交流会（対面・オンライン）』
・ラフな企業説明会を兼ねた交流会を実施。OBOGだからこそ話せるぶっ

ちゃけ話、実際に働いているからこそ話せることなど、自由な雰囲気で
交流ができる。

・業界/企業理解の側面もありつつ、大人と話す体験を提供する。
・イベント終了後はOBOG同士の交流パートを開催。
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課題
企業説明会と認識されている。
公務員志望の学生があまり参加
していない。



キャリア支援課のこれから
課題の克服
①実習先の確保及び充実

②進路状況の把握率向上

③キャリア支援課に足を運びやすくする工夫（利用率向上）
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ご清聴ありがとうございました。
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